


TEIZAN
CANAL

1

木
曳
堀
、
御
舟
入
堀
、
新
堀
の
大
改

修
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
工
事
を
指
揮

し
た
宮
城
県
の
早
川
智
寛
土
木
課
長

が
、
一
連
の
運
河
形
成
の
端
緒
と

な
っ
た
政
宗
公
の
偉
業
を
讃
え
る
た

め
に
「
貞
山
堀
」
と
命
名
。
し
か

し
、
後
に
こ
の
名
称
は
改
称
さ
れ
る
。

１
８
８
９
（
明
治
22
）
年
に
定
め
ら

れ
た
「
運
河
取
締
規
則
」
に
よ
り
、

宮
城
県
は
「
貞
山
運
河
」
を
公
的
名

称
と
す
る
こ
と
に
し
た
の
だ
。

　

貞
山
運
河
の
歴
史
は
、
は
る
か
政

仙
台
藩
初
代
藩
主

伊
達
政
宗
公
の
法
名
を
冠
す
る

日
本
最
長
の
運
河

　

北
は
塩
竈
湾
か
ら
南
は
阿
武
隈
川

河
口
ま
で
、
仙
台
湾
に
寄
り
添
う
よ

う
に
横
た
わ
る
「
貞
山
運
河
」
は
、

江
戸
時
代
初
期
か
ら
明
治
時
代
半
ば

に
か
け
て
開
削
さ
れ
た
「
木こ
び
き
ぼ
り

曳
堀
」

「
御お
ふ
な
い
り
ぼ
り

舟
入
堀
」「
新し
ん
ぼ
り堀
」
と
い
う
３
つ

の
堀
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
総
延
長

は
、
日
本
最
長
の
約
31
・
５
㎞
。
松
島

湾
を
挟
ん
で
北
側
に
位
置
す
る
「
東

名
運
河
」「
北
上
運
河
」
を
含
め
た
運

河
群
と
し
て
考
え
る
と
、
そ
の
総
延

長
は
46
・
４
㎞
に
も
及
ぶ
。

　

貞
山
運
河
の
「
貞
山
」
と
い

う
名
称
は
、
仙
台
藩
初
代
藩

主
・
伊
達
政
宗
公
の
法
名
で
あ
る

「
瑞ず
い
が
ん
じ
で
ん
て
い
ざ
ん
ぜ
ん
り
だ
い
こ
じ

巌
寺
殿
貞
山
禅
利
大
居
士
」
に
由

来
す
る
。
命
名
さ
れ
た
の
は
意
外
に

新
し
く
、
明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら

だ
。

　

１
８
８
３
（
明
治
16
）
年
頃
か
ら

宗
公
の
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
長

い
年
月
を
か
け
て
築
か
れ
た
運
河
の

歩
み
を
辿
っ
て
み
た
い
。

岩
出
山
か
ら
仙
台
へ

豊
か
な
国
づ
く
り
を
め
ざ
し

居
城
と
城
下
町
を
建
設

　

貞
山
運
河
の
中
で
最
も
古
い
水
の

道
は
、
阿
武
隈
川
河
口
の
納
屋
か
ら

名
取
川
河
口
の
閖ゆ
り
あ
げ上
に
至
る
木
曳
堀

だ
。
こ
の
堀
が
開
削
さ
れ
た
背
景
に

目
を
向
け
て
み
よ
う
。

　

１
５
６
７
（
永
禄
10
）
年
米
沢
に

生
ま
れ
、
米
沢
城
を
居
城
と
し
て
い

た
政
宗
公
が
豊
臣
秀
吉
の
命
に
よ
り
、

岩
出
山
に
居
城
を
移
す
こ
と
に
な
っ

た
の
は
１
５
９
１
（
天
正
19
）
年
の

こ
と
。
そ
こ
か
ら
９
年
に
及
ぶ
岩
出

山
時
代
が
始
ま
る
の
だ
が
、
朝
鮮
出

兵
や
秀
次
事
件
に
起
因
す
る
上
方
逗

留
な
ど
に
よ
り
、
政
宗
公
が
実
際
に

岩
出
山
に
滞
在
し
た
時
間
は
、
わ
ず

か
数
ヵ
月
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。

　

天
下
人
に
翻
弄
さ
れ
、
領
国
経
営

も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
こ
の
時
期
は
、

政
宗
公
に
と
っ
て
ま
さ
に
忍
従
の
時

代
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

秀
吉
が
亡
く
な
り
、
徳
川
家
康
が

天
下
を
手
中
に
収
め
て
い
く
中
で
、

政
宗
公
は
本
格
的
な
領
国
経
営
を
意

識
し
は
じ
め
る
。
そ
し
て
、
居
城
を

移
す
こ
と
を
願
い
出
る
。

　

理
由
は
、
本
街
道
か
ら
外
れ
、
領

土
の
北
辺
に
位
置
す
る
立
地
の
不
便

さ
と
岩
出
山
城
の
規
模
に
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
大
勢
の
家
臣
や
町

人
を
抱
え
る
60
万
石
（
の
ち
に
２
万

石
加
増
）
の
大
名
の
居
城
と
し
て
は

あ
ま
り
に
も
小
さ
か
っ
た
の
だ
。

　

複
数
あ
っ
た
候
補
地
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
の
は
、
国
分
氏
の
旧
城
・

千せ
ん
た
い代

城
が
あ
っ
た
千
代
だ
っ
た
。
い

く
つ
も
の
幹
道
が
集
中
す
る
交
通
の

要
衝
で
あ
っ
た
こ
と
、
名
取
川
水
系

を
利
用
し
た
舟
運
が
期
待
で
き
た
こ

と
も
、
千
代
が
選
ば
れ
た
重
要
な
要

因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ち
な
み
に
「
千
代
」
と
い
う
地

名
は
、
そ
の
昔
、
青
葉
山
に
千
体

仏
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

『
伊だ
て
じ
け
き
ろ
く

達
治
家
記
録
』
に
よ
る
と
「
城
辺

に
千
体
仏
を
祀
る
が
ゆ
え
に
『
千
体

城
』
と
号
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
「
千
体
」
と
つ
け
ら
れ
、
後

に
「
千
代
」
と
い
う
表
記
に
改
め
ら

れ
た
地
名
は
、
政
宗
公
に
よ
っ
て
さ

舟
運
が
支
え
た
仙
台
藩
政
宗
と
貞
山
運
河

ら
に
改
め
ら
れ
る
。

　

１
６
０
０
（
慶
長
５
）
年
12
月
、

新
城
普
請
の
縄
張
り
始
め
に
あ
た
り
、

政
宗
公
は
「
千
代
」
を
「
仙
台
」
と

改
め
た
。　

　

仙
台
城
築
城
と
並
行
し
て
進
め
ら

れ
た
の
が
、
家
臣
や
町
人
た
ち
が
暮

ら
す
城
下
町
の
建
設
だ
っ
た
。
当
時

の
仙
台
は
、
森
林
と
湿
地
が
連
な
る

荒
野
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
入
そ
め
て
国
ゆ
た
か
な
る
み
き
り
と
や

　
千
代
と
か
き
ら
し
せ
ん
た
い
の
ま
つ

　

仙
台
開
府
当
初
に
詠
ま
れ
た
歌
か

ら
は
、
政
宗
公
の
、
末
永
い
繁
栄
を

願
う
気
持
ち
と
国
造
り
に
か
け
る
意

気
込
み
が
う
か
が
え
る
。

阿
武
隈
川
流
域
か
ら
の

木
材
等
の
輸
送
の
た
め
に

開
削
さ
れ
た
木
曳
堀

　

城
で
あ
れ
、
屋
敷
で
あ
れ
、
建
物

を
つ
く
る
に
は
大
量
の
木
材
が
必
要

と
な
る
。
ま
た
、
人
が
生
き
て
ゆ
く

た
め
に
は
食
糧
が
要
る
。
そ
う
し
た

物
資
は
領
内
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
、

仙
台
へ
と
運
ば
れ
た
。

　

政
宗
公
の
時
代
、
周
囲
を
海
に
囲

ま
れ
た
日
本
で
大
量
の
物
資
を
一
度

に
運
ぶ
唯
一
の
手
段
は
舟
運
だ
っ
た
。

外
洋
を
行
く
千
石
船
な
ら
一
隻
で
馬

１
２
５
０
頭
分
、
川
舟
の
百
石
船
で

も
馬
１
２
５
頭
分
を
輸
送
で
き
た
と

い
わ
れ
、
多
く
の
物
資
が
海
運
や
河

川
舟
運
を
利
用
し
て
運
ば
れ
て
い
た
。

　

５
万
人
も
の
家
臣
・
町
民
が
暮
ら

す
大
規
模
な
城
下
町
を
運
営
し
て
ゆ

か
ね
ば
な
ら
な
い
仙
台
藩
に
と
っ
て

も
、
舟
運
は
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
っ

た
。
な
か
で
も
重
要
視
さ
れ
て
い
た

の
が
名
取
川
・
広
瀬
川
舟
運
と
、
仙

台
開
府
前
か
ら
仙
台
湾
の
主
要
港
と

し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
た
閖
上

だ
っ
た
。　

　

政
宗
公
は
阿
武
隈
川
河
口
の
納
屋

か
ら
名
取
川
河
口
の
閖
上
ま
で
、
約

15
㎞
に
お
よ
ぶ
堀
の
開
削
を
命
じ
た
。

こ
の
堀
は
の
ち
に
「
木
曳
堀
」
あ
る

い
は
「
木
引
堀
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
る
。

　

じ
つ
は
木
曳
堀
に
つ
い
て
は
、
開

削
時
期
や
目
的
に
つ
い
て
明
確
に
記

さ
れ
た
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。

諸
説
あ
る
が
、
開
削
に
着
手
し
た
の

は
、
政
宗
公
が
精
力
的
に
城
や
城
下

町
の
建
設
・
拡
張
を
行
っ
て
い
た
慶

長
年
間
（
１
６
１
０
年
前
後
）。
目
的

に
つ
い
て
は
、
阿
武
隈
川
河
口
と
名

取
川
河
口
を
結
ぶ
こ
と
で
名
取
川
・

広
瀬
川
舟
運
と
連
動
さ
せ
、
阿
武
隈

川
流
域
の
木
材
を
風
や
波
と
い
っ
た

リ
ス
ク
が
多
い
海
を
介
さ
ず
に
運
ぶ

新堀

仙台

名取

岩沼

塩竈
七ヶ浜多賀城

松島 鳴瀬

矢本 石巻

東名運河

旧
北
上
川

北上運河

鳴瀬川

御舟入堀

木曳堀

閖上水門

南閘門

北閘門

大代水門

寒風沢

東名水門 野蒜水門
野蒜築港跡

高城川トンネル吐口
高城川トンネル呑口

元禄潜穴穴頭
元禄潜穴穴尻 大曲閘門

石井閘門

釡閘門

新浜水門

貞
山
運
河

仙台湾

七北田川

砂押川

増田川川内沢川志賀沢川

阿武隈川

名取川

広
瀬
川

石巻湾

定川

高
城
川
松島湾

五間
堀川

運河を利用して木材を
運ぶ様子　／個人蔵
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こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

察
さ
れ
て
い
る
。

　

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
の
伊

達
家
文
書
に
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
史

料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
１
６
１
３（
慶

長
18
）
年
の
「
政
宗
木
材
持
申
付
黒

印
状
」
だ
。
こ
の
史
料
に
は
「
ゆ
り

上
、
藤
塚
、
舟
町
、
城
迄
」
と
あ
る
。

閖
上
と
藤
塚
は
名
取
川
河
口
の
ま
ち
。

舟
町
（
現
：
若
林
区
舟
丁
）
は
城
下

の
南
入
口
で
あ
る
田
町
に
直
結
す
る

船
着
き
場
で
、水
陸
交
通
の
要
所
だ
っ

た
。
仙
台
藩
が
１
０
０
人
の
人
足
に
、

材
木
を
名
取
川
・
広
瀬
川
舟
運
を
利

用
し
て
仙
台
城
に
運
ば
せ
た
こ
と
を

伝
え
る
貴
重
な
史
料
だ
。

　

ち
な
み
に
木
曳
堀
は
、
正
保
年
間

（
１
６
４
４
～
１
６
４
８
年
）
に
作
成

さ
れ
た
『
奥お

う
し
ゅ
う
せ
ん
だ
い
り
ょ
う
く
に
え
ず

州
仙
台
領
国
絵
図
』
に

は
「
内
川
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
名
が
あ
り
な
が
ら
「
木
曳
堀
」
と

呼
び
な
ら
わ
さ
れ
た
の
は
、
文
字
通

り
「
木
」
を
「
曳
い
て
」
水
路
を
移

動
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

難
工
事
の
末
に
完
成

蒲
生
に
繁
栄
を
も
た
ら
し
た

御
舟
入
堀

　

貞
山
運
河
で
２
番
目
に
開
削
さ
れ

た
の
は
、
七
北
田
川
河
口
の
蒲
生
と

塩
竈
湾
の
南
に
位
置
す
る
牛ぎ
ゅ
う生
（
現
：

塩
竈
市
舟
入
）
を
結
ぶ
約
７
㎞
の
御

舟
入
堀
だ
。

　

構
想
は
政
宗
公
の
時
代
か
ら
あ
っ

た
よ
う
だ
が
、
立
案
さ
れ
た
の
は

１
６
６
４
（
寛
文
４
）
年
、
仙
台
藩

四
代
藩
主
綱
村
公
の
時
代
だ
。
幕
府

の
許
可
を
得
て
着
工
し
、
完
成
し
た

の
は
１
６
７
３
（
寛
文
13
）
年
。
立

案
か
ら
完
成
ま
で
、
じ
つ
に
９
年
の

歳
月
を
要
し
た
。

　

御
舟
入
堀
は
、
政
宗
公
の
時
代
に

作
ら
れ
た
木
曳
堀
と
は
異
な
る
点
が

多
い
。

　

た
と
え
ば
海
岸
の
近
く
に
自
然
の

地
形
を
活
か
し
て
作
ら
れ
た
木
曳
堀

に
対
し
、
御
舟
入
堀
は
内
陸
を
通
り
、

流
路
が
直
線
か
ゆ
る
や
か
な
曲
線
を

描
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
人
が
手
を

加
え
た
こ
と
、
つ
ま
り
人
工
的
に
造

ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
工
事
は
か
な
り
の
難
工
事

だ
っ
た
よ
う
で
、
鹽
竈
神
社
に
は
工

事
責
任
者
だ
っ
た
和
田
房
長
が
安
全

と
完
成
を
祈
っ
た
願
文
と
、
所
願
成

就
の
御
礼
と
し
て
奉
納
し
た
石
灯
籠

が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
蒲が
も
う生

の
高

砂
神
社
は
現
場
責
任
者
ら
に
よ
っ
て

祀
ら
れ
た
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
る
。

　

仙
台
藩
は
御
舟
入
堀
の
開
削
に
合

わ
せ
、
七
北
田
川
の
流
路
を
蒲
生
に

変
え
る
付
け
替
え
工
事
や
、
鶴
巻
と

苦
竹
を
結
ぶ
約
５
㎞
の
「
御
舟
曳
堀
」

の
開
削
も
行
っ
た
。
目
的
は
、
そ
れ

ま
で
塩
竈
湾
か
ら
牛
馬
で
運
ん
で
い

た
仙
北
地
方
か
ら
の
米
な
ど
の
物
資

を
、
御
舟
入
堀
、
七
北
田
川
、
御
舟

曳
堀
を
経
由
し
て
仙
台
城
下
の
す
ぐ

近
く
ま
で
船
で
運
べ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。

　

こ
の
ル
ー
ト
は
、
最
盛
期
に
は

６
万
人
に
達
し
た
城
下
町
の
人
々
の

胃
袋
を
満
た
し
た
だ
け
で
な
く
、
本

石
米
を
江
戸
に
運
ん
だ
船
が
帰
り
荷

と
し
て
運
ん
で
き
た
上
方
の
商
品
を

藩
か
ら
専
売
権
を
与
え
ら
れ
た
商
人

た
ち
を
通
し
て
流
通
さ
せ
る
な
ど
、

仙
台
藩
の
人
々
の
豊
か
な
暮
ら
し
と

城
下
町
の
に
ぎ
わ
い
を
支
え
る
、
文

字
通
り
〝
生
命
線
〟
と
な
っ
た
。

　

こ
の
時
代
、
塩
竈
湾
と
城
下
を
結

ぶ
舟
運
の
整
備
に
よ
り
飛
躍
的
に
繁

栄
し
た
ま
ち
が
あ
る
。
堀
の
終
点
と

な
っ
た
蒲
生
だ
。

　

当
時
、
御
舟
入
堀
と
七
北
田
川
は

水
位
の
関
係
で
直
接
結
び
つ
い
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
御
舟
入
堀
を
利
用

し
て
蒲
生
に
運
ば
れ
て
き
た
荷
物
は
、

近
く
ま
で
引
か
れ
た
高
瀬
堀
と
呼
ば

れ
る
水
路
を
通
っ
て
七
北
田
川
へ
出

た
。
船
が
荷
下
ろ
し
を
す
る
船
だ
ま

り
や
藩
の
米
蔵
、
塩
蔵
が
設
け
ら
れ

た
蒲
生
は
、
仙
台
藩
の
重
要
な
物
流

拠
点
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

流
通
に
関
わ
る
人
々
の
集
落
も
で

き
る
な
ど
、
大
い
に
繁
栄
し
た
蒲
生

だ
っ
た
が
、１
６
８
５
（
貞
享
２
）
年
、

藩
が
衰
退
し
た
塩
竈
の
救
済
策
を
打

ち
出
し
た
こ
と
に
よ
り
勢
い
を
削
が

れ
る
。
米
や
木
材
と
い
っ
た
限
定
的

な
荷
物
し
か
扱
え
な
く
な
っ
た
蒲
生

は
、
物
流
を
通
し
て
の
繁
栄
か
ら
次

第
に
遠
ざ
か
っ
て
い
っ
た
。
　
　

着
想
は
江
戸
時
代
末
期

旧
仙
台
藩
士
が
私
財
を
投
じ
て

完
成
さ
せ
た
新
堀

　

名
取
川
河
口
と
七
北
田
川
河
口
を

結
ぶ
約
９
・
５
㎞
の
新
堀
は
、
貞
山
運

河
の
中
で
最
も
新
し
い
運
河
だ
。

　

構
想
さ
れ
た
の
は
、
江
戸
時
代
末

期
。
１
８
３
８
（
天
保
９
）
年
、
仙

台
藩
士
・
島
貫
兵
記
が
「
井
土
浦
と

蒲
生
の
間
に
堀
を
開
削
す
れ
ば
、
亘

理
か
ら
蒲
生
ま
で
の
船
の
往
来
が
自

在
に
な
る
」
と
藩
に
提
言
し
た
こ
と

に
端
を
発
す
る
。
し
か
し
、
時
は
ま

さ
に
天
保
の
大
飢
饉
の
真
っ
た
だ
中
。

藩
の
財
政
は
窮
乏
し
て
お
り
、
実
現

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

新
堀
の
開
削
に
着
手
で
き
た
の

は
、
島
貫
が
着
想
し
て
か
ら
32
年
後

の
１
８
７
０
（
明
治
３
）
年
の
こ
と
。

こ
の
工
事
の
目
的
は
３
つ
あ
っ
た
。

明
治
維
新
を
経
て
経
済
的
に
困
窮
し

て
い
た
仙
台
藩
士
の
救
済
と
、
灌
漑

用
水
路
の
配
水
に
よ
る
新
田
開
発
、

そ
し
て
舟
運
の
拡
大
で
あ
る
。

　

じ
つ
は
こ
の
時
期
も
ま
た
明
治
維

新
に
伴
う
地
方
制
度
の
変
化
に
よ
り
、

仙
台
藩
庁
（
宮
城
県
庁
の
前
身
）
の

財
政
は
苦
し
か
っ
た
。
５
年
の
歳
月

を
か
け
て
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
旧
藩
士
の
秋
保
昇
、
岩

崎
保
ら
が
私
財
を
投
じ
て
開
削
に
あ

た
っ
た
た
め
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

完
成
後
、
秋
保
ら
は
建
設
費
回
収

の
た
め
に
新
堀
を
利
用
す
る
船
か
ら

通
行
料
を
徴
取
す
る
有
料
通
船
を
県

に
申
請
し
、
事
業
を
開
始
。
し
か
し
、

水
深
が
浅
く
幅
も
狭
か
っ
た
た
め
大

き
な
船
の
往
来
は
望
め
ず
、
業
績
は

芳
し
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

数
年
後
、
そ
ん
な
新
堀
に
光
が
当

た
る
。
阿
武
隈
川
河
口
か
ら
塩
竈
湾

に
至
る
運
河
の
大
改
修
計
画
が
持
ち

上
が
っ
た
の
だ
。

　

き
っ
か
け
は
、
野
蒜
築
港
だ
っ
た
。

当
時
、
新
政
府
は
日
本
の
産
業
の
近

代
化
を
精
力
的
に
推
し
進
め
て
い
た
。

そ
の
な
か
で
、
仙
台
湾
に
東
北
地
方

の
物
流
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
近
代

的
な
港
を
建
設
す
る
構
想
が
大
久
保

利
通
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
。
場
所

は
、
野
蒜
。
工
事
は
１
８
７
９
（
明

治
12
）
年
に
は
じ
ま
っ
た
。

政
宗
公
の
時
代
か
ら

長
い
年
月
を
か
け
て
築
か
れ
た

誇
る
べ
き
土
木
遺
産

　

野
蒜
築
港
に
伴
い
宮
城
県
は
、
鳴

瀬
川
と
北
上
川
を
結
ぶ
北
上
運
河
、

鳴
瀬
川
と
松
島
湾
を
結
ぶ
東
名
運
河

を
建
設
。
さ
ら
に
野
蒜
築
港
と
連
動

し
て
、
木
曳
堀
・
新
堀
・
御
舟
入
堀

を
大
改
修
し
、
阿
武
隈
川
と
野
蒜
を

結
ぶ
〝
物
流
の
大
動
脈
〟
を
つ
く
る

計
画
を
立
て
る
。

　

１
８
８
３
（
明
治
16
）
年
か
ら
始

ま
っ
た
こ
の
改
修
工
事
の
過
程
で
、

木
曳
堀
・
新
堀
・
御
舟
入
堀
の
総
称

が
「
貞
山
堀
」
と
な
り
、「
貞
山
運
河
」

と
な
っ
た
の
は
冒
頭
で
紹
介
し
た
通

り
だ
。

　

や
が
て
迎
え
た
１
８
８
８
（
明
治

21
）
年
。
一
連
の
運
河
は
蒸
気
船
も
運

航
で
き
る
近
代
的
な
運
河
へ
と
生
ま
れ

変
わ
っ
た
。
そ
れ
は
、
政
宗
公
の
時
代

に
は
じ
ま
っ
た
水
の
道
が
、
仙
台
藩
か

ら
新
政
府
・
宮
城
県
へ
と
引
き
継
が
れ

た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。

　
で
は
、
貞
山
運
河
を
〝
物
流
の
大
動

脈
〟
と
す
る
計
画
は
ど
う
な
っ
た
か
？

１
８
８
２
（
明
治
15
）
年
、
蒲
生
ま

で
運
ば
れ
た
荷
を
仙
台
へ
陸
送
す
る

民
営
の
馬
車
鉄
道
（
宮
城
木
道
社
）

が
開
業
。
さ
ら
に
御
舟
入
堀
と
七
北

田
川
が
つ
な
が
り
、
運
河
の
使
い
勝

手
が
各
段
に
よ
く
な
る
な
ど
、
滑
り

出
し
は
順
調
だ
っ
た
。

　

し
か
し
数
年
後
、
状
況
が
一
変
す

る
。
１
８
８
５
（
明
治
18
）
年
、
前

年
の
台
風
で
使
用
不
能
と
な
っ
て
い

た
野
蒜
の
廃
港
が
決
定
。
仙
台
・
塩

竈
へ
の
鉄
道
の
敷
設
に
よ
り
、
物
流

の
主
役
は
鉄
道
に
移
り
、
馬
車
鉄
道

も
わ
ず
か
６
年
で
廃
業
。
貞
山
運
河

は
改
修
工
事
の
完
成
を
待
た
ず
に
、

物
流
の
大
動
脈
と
し
て
の
役
割
を
終

え
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。

長
い
年
月
、
舟
運
を
通
し
て
仙
台
の

発
展
を
支
え
て
き
た
貞
山
運
河
は
、

輸
送
路
と
し
て
の
役
割
を
終
え
た
そ

の
後
も
沿
岸
の
人
々
の
暮
ら
し
を
支

え
、
文
化
を
育
む
な
ど
、
時
の
流
れ

と
と
も
に
役
割
を
変
え
な
が
ら
在
り

続
け
、
震
災
を
経
た
今
も
な
お
静
か

に
水
を
た
た
え
続
け
て
い
る
。

　

か
つ
て
こ
の
地
に
、
繁
栄
を
夢
見

て
水
路
を
拓
い
た
人
が
い
た
。
難
工

事
に
果
敢
に
取
り
組
ん
だ
人
た
ち
が

い
た
。

　

貞
山
運
河
は
、
政
宗
公
を
は
じ
め

と
す
る
先
人
た
ち
の
思
い
に
ふ
れ
る

こ
と
が
で
き
る
、
誇
る
べ
き
土
木
遺

産
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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貞
山
運
河
の

「
今
」を
た
ど
る

　

海
と
川
の
混
じ
り
合
う
阿
武
隈
川

河
口
。
車
を
降
り
る
と
、
ひ
ん
や
り
と

し
た
空
気
に
つ
つ
ま
れ
た
。
朝
日
を
背

に
堤
防
を
歩
く
と
、
川
と
木
曳
堀
を
つ

な
ぐ
水
門
が
あ
る
。近
づ
い
て
初
め
て
、

川
か
ら
堀
に
水
が
動
い
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

　

水
門
の
間
か
ら
、
堀
を
覗
く
。
低

い
位
置
に
あ
る
太
陽
が
ス
ス
キ
を
照
ら

し
、
影
に
浮
か
ぶ
松
林
と
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
美
し
い
。
波
の
動
き
に
合
わ
せ

て
キ
ラ
キ
ラ
と
光
る
海
と
違
っ
て
、
静

か
だ
。

　

数
多
の
歴
史
遺
産
を
知
る
司
馬
遼

太
郎
さ
ん
が
絶
賛
し
た
、
緩
や
か
な
流

れ
。
最
も
古
い
木
曳
堀
は
、
関
ヶ
原
の

戦
い
の
最
中
に
開
削
が
進
行
し
て
い
た

と
い
う
か
ら
驚
く
。し
ば
ら
く
眺
め
て
、

気
づ
け
ば
、
随
分
、
太
陽
が
高
く
な
っ

て
い
た
。

　
私
は
ひ
と
目
、
貞
山
堀
を
み
た
い

と
お
もって
い
た
が
、お
そ
ら
く
開
発

な
ど
の
た
め
に
消
滅
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
も
思
って
い
た
。
と
も
か

く
も
こ
れ
ほ
ど
の
美
し
さ
で
い
ま
な

お
保
た
れ
て
い
る
こ
と
に
、こ
の
県
へ

の
畏
敬
を
持
った
。

　
政
宗
の
こ
ろ
、
仙
台
米
を
水
上
輸

送
す
る
た
め
に
掘
っ
た
運
河
な
の
で

あ
る
。
当
初
は
、内う
ち

川
と
か
、堀
川
、

あ
る
い
は
御お
ふ
ね
ひ
き
ぼ
り

船
引
堀
な
ど
と
い
わ
れ

た
。
政
宗
以
後
も
掘
り
つ
づ
け
ら
れ
、

こ
れ
に
よ
っ
て
仙
台
平
野
の
諸
川
は

ヨ
コ
糸
と
し
て
つ
な
が
れ
、
南
は
こ

の
荒
浜
付
近
か
ら
、
北
は
と
ぎ
れ
つ

つ
も
北
上
川
河
口
の
石
巻
付
近
ま
で

至
って
い
る
。
そ
の
あ
た
り
は
明
治
に

つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
北き
た
か
み上

運
河
と

い
う
。
全
長
四
十
七
キ
ロ
と
い
う
、

な
ん
と
も
長
大
な〝
遺
跡
〟な
の
で
あ

る
。

「
貞
山
」

　
と
は
、
政
宗
の
死
後
の
謐お
く
り
な名

で
あ

る
。
貞
山
堀
と
い
う
呼
称
は
江
戸
期

か
ら
あった
わ
け
で
は
な
く
、明
治
初

年
の
土
木
家
が
、
江
戸
期
日
本
に
似

つ
か
わ
し
か
ら
ぬ
こ
の
大
業
に
驚
き
、

運
河
の
名
を
貞
山
堀
と
名
づ
け
た
と

き
に
は
じ
ま
る
。
政
宗
が
ど
う
い
う

人
物
で
あった
か
を
知
る
に
は
、ま
ず

貞
山
堀
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
中
略
）

純
粋
の
運
搬
用
運
河
と
し
て
こ
れ
ほ

ど
長
大
な
も
の
を
政
宗
は
掘
り
、
沃

土
の
果
実
を
江
戸
に
運
ん
だ
の
で
あ

る
。（
中
略
）

い
ま
は
む
ろ
ん
運
搬
に
す
ら
つ
か
わ

れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
は
無
用
の
も

の
な
の
だ
が
、
宮
城
県
が
こ
れ
を
観

光
と
し
て
宣
伝
す
る
こ
と
な
く
、
だ

まって
保
存
に
つ
と
め
て
い
る
こ
と
は
、

水
や
土
手
の
う
つ
く
し
さ
で
よ
く
わ

か
る
。
仙
台
藩
の
後
身
ら
し
く
、
武

骨
で
教
養
の
あ
る
風
儀
が
、
そ
の
こ

と
で
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

司
馬
遼
太
郎
著
『
街
道
を
ゆ
く 

二
十
六
』「
沃
土
の
民
　
仙
台
・
石
巻

二
」（
朝
日
新
聞
社
） 

よ
り
抜
粋

司
馬
遼
太
郎
と

街
道
を
ゆ
く

貞
山
運
河
と
聞
い
て
、政
宗
公
の
姿
を
連
想
す
る
人
は

多
い
だ
ろ
う
。け
れ
ど
、す
ぐ
に
運
河
の
光
景
が
思
い
浮

か
ぶ
人
は
ど
れ
ほ
ど
い
る
だ
ろ
う
。阿
武
隈
川
の
河
口
か

ら
塩
竈
湾
ま
で
︱
︱
。運
河
の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
を

行
う
市
民
団
体「
貞
山
運
河
倶
楽
部
」の
上
原
啓
五
さ

ん
に
案
内
役
を
お
願
い
し
、運
河
の「
今
」を
た
ど
っ
た
。

木こ

び

き

ぼ

り

曳
堀
阿
武
隈
川
と
名
取
川
を
結
ぶ

阿武隈川河口近くの木曳堀

始
ま
り
は
早
朝
の
阿
武
隈
川

緩
や
か
な
流
れ
に「
静
」の
時
間
を
味
わ
う

TEIZAN
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木
曳
堀
は
阿
武
隈
川
の
水
を
運
び
、

や
が
て
、
増
田
川
の
河
口
潟
で
あ
る
広

浦
と
合
流
す
る
。
湿
地
帯
は
ヨ
シ
原
が

広
が
り
、
野
鳥
や
昆
虫
な
ど
生
き
物
の

宝
庫
。
昔
か
ら
人
々
の
暮
ら
し
に
も
身

近
だ
っ
た
。
広
浦
を
通
り
抜
け
る
と
、

木
曳
堀
は
ま
も
な
く
終
わ
り
を
迎
え

る
。

　
後
日
、
堀
を
船
か
ら
眺
め
る
機
会
を

得
た
。
途
中
、
両
側
に
ま
だ
小
さ
な
桜

の
木
が
見
え
た
。
閖
上
で
津
波
を
か

ぶ
っ
た
桜
か
ら
接
木
を
し
て
苗
木
を
育

て
、
植
樹
し
た
「
な
と
り
復
興
桜
」。

真
新
し
い
堤
防
の
向
こ
う
に
、
街
の
暮

ら
し
が
垣
間
見
え
る
。

　
水
門
の
向
こ
う
に
大
き
な
流
れ
が
見

え
て
き
た
。
左
側
に
は
、
２
０
２
０
年

に
震
災
の
記
憶
と
教
訓
を
未
来
に
伝
え

る
施
設
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
「
名
取

市
震
災
復
興
伝
承
館
」
が
あ
る
。
そ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、「
ふ
た
た
び
、

水
辺
と
と
も
に
生
き
る
」
の
言
葉
。
こ

こ
は
、
木
曳
堀
と
新
堀
、
名
取
川
の
結

節
点
で
も
あ
る
。

　
「
ゆ
り
あ
げ
港
朝
市
」
や
「
か
わ
ま

ち
て
ら
す
閖
上
」「
名
取
市
サ
イ
ク
ル

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」
…
…
。
春
か
ら

運
行
予
定
の
船
は
、
水
辺
の
施
設
を
つ

な
ぎ
、
木
曳
堀
も
通
る
。
や
っ
ぱ
り
、

閖
上
に
は
船
が
似
合
う
。

　
貞
山
運
河
は
、
東
日
本
大
震
災
で
護

岸
が
壊
れ
る
な
ど
、
大
き
な
被
害
を
受

け
た
。
本
誌
10
周
年
記
念
特
大
号（
※
）

の
巻
頭
特
集
「
伊
達
政
宗
」
に
は
、
震

災
前
の
木
曳
堀
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

撮
影
し
た
の
は
、
今
回
と
同
じ
、
写
真

家
の
宍
戸
清
孝
さ
ん
。

　
土
の
土
手
を
越
え
て
水
ぎ
わ
に
三
脚

を
立
て
る
と
、
や
が
て
、
仙
台
空
港
へ

の
着
陸
態
勢
に
入
っ
た
機
影
が
轟
音
と

と
も
に
近
づ
き
、頭
上
を
通
り
過
ぎ
る
。

撮
影
に
同
行
し
、
そ
の
迫
力
に
見
惚
れ

て
い
る
と
、
潮
が
満
ち
て
、
靴
の
中
ま

で
濡
れ
て
い
た
。

　

記
憶
と
地
図
を
頼
り
に
現
地
に
向

か
っ
て
驚
く
。
堀
の
両
側
に
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
堤
防
が
そ
そ
り
立
ち
、
と
て

も
水
面
に
近
づ
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

新
し
い
堤
防
は
真
っ
白
で
、
太
陽
の
光

を
反
射
す
る
。
滑
走
路
に
向
か
っ
て
整

然
と
並
ぶ
進
入
灯
と
あ
い
ま
っ
て
、
近

未
来
的
な
光
景
に
思
え
た
。

　
た
だ
、
変
わ
ら
な
い
の
は
、
堀
が
そ

こ
に
あ
る
こ
と
。
４
０
０
年
前
の
人
と

同
じ
、船
の
上
か
ら
空
を
見
上
げ
た
ら
、

ど
ん
な
景
色
が
見
え
る
の
だ
ろ
う
。

まだ細い幹だが、春には可憐な花を見せてくれる
／写真提供：（一社）名取市観光物産協会

堤防の上に「なとり復興桜」が見える 木曳堀は広浦と合流する。
周遊船のコースでもある

交
叉
す
る
過
去
と
現
在

飛
行
機
は
堀
を
眼
下
に
眺
め
、降
下
す
る

二
つ
の
堀
の
結
節
点

ふ
た
た
び
、水
辺
と
と
も
に
生
き
る

　

新し

ん

ぼ

り堀
名
取
川
と
七
北
田
川
を
結
ぶ

　

伝
承
館
を
背
に
し
て
、
名
取
川
に

目
を
向
け
る
。
広
々
と
し
た
川
面
の

向
こ
う
に
は
、
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
る

新
堀
の
流
れ
。
閖
上
大
橋
を
渡
り
、

対
岸
に
あ
る
藤
塚
地
区
の
避
難
の
丘

を
目
指
す
。

　

近
く
に
車
を
停
め
て
丘
に
上
る
と
、

新
堀
と
井
土
浦
、
そ
し
て
、
太
平
洋

が
見
え
た
。
景
観
生
態
学
を
専
門
と

す
る
、
東
北
学
院
大
学
の
平ひ
ら
ぶ
き吹

喜
彦

教
授
は
、
貞
山
運
河
の
中
で
も
こ
こ

の
光
景
が
お
す
す
め
だ
と
い
う
。「
冬

の
夕
方
、
ガ
ン
や
カ
モ
な
ど
の
渡
り

鳥
が
井
土
浦
に
戻
っ
て
く
る
光
景
が

好
き
で
す
。
原
生
的
な
自
然
を
楽
し

め
ま
す
よ
」

　

上
原
さ
ん
が
近
く
の
船
だ
ま
り
を

教
え
て
く
れ
た
。
船
だ
ま
り
と
は
、

船
が
風
や
波
を
避
け
て
停
泊
す
る
と

こ
ろ
。
か
つ
て
、
閖
上
と
藤
塚
は
渡

し
船
で
結
ば
れ
て
い
た
。「
自
転
車
で

も
積
ん
で
、
ま
た
船
で
行
き
来
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
楽
し
そ
う
」

　

名
取
川
の
向
こ
う
に
は
、
さ
っ
き

ま
で
い
た
伝
承
館
。
藤
塚
側
に
は
４

月
、
温
泉
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
整

備
さ
れ
た
リ
ゾ
ー
ト
施
設
「
ア
ク
ア

イ
グ
ニ
ス
仙
台
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

未
来
の
話
に
盛
り
上
が
る
私
た
ち
の

横
を
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む
人

た
ち
が
颯
爽
と
通
り
抜
け
た
。

名
取
川
が
つ
な
ぐ
縁

閖
上
か
ら
対
岸
の
藤
塚
を
眺
め
る

木曳堀から水門越しに名取川と新堀を望む

自然が残る新堀には、多様な
生き物が暮らしている

飛行機の機体の灯りが、空と運河に綺麗な線を描く 貞山運河ではハゼがよく釣れる 震災で被災した艇庫が再建され、2021年、東北大
学漕艇部（ボート部）が木曳堀での練習を再開した

※りらく2008年８月号19ページ
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震
災
後
、
新
浜
の
人
た
ち
は
こ
の

土
地
で
生
き
て
い
く
こ
と
を
決
め
、

新
浜
地
区
は
沿
岸
部
に
人
が
住
み
続

け
て
い
る
数
少
な
い
場
所
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
た
遠
藤
源
一
郎

さ
ん
は
新
浜
町
内
会
で
活
動
し
て
い

る
。

　
「
地
区
の
世
帯
数
は
震
災
前
の
ほ
ぼ

半
分
。
人
口
は
３
分
の
１
に
な
り
、

高
齢
化
率
も
高
く
な
り
ま
し
た
」。
町

内
会
の
人
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
研
究
者
や
市
民
団
体
、
行
政
の

人
た
ち
な
ど
「
み
ん
な
」
で
自
然
と

防
災
の
調
和
を
追
求
し
た
地
域
を
目

指
し
て
い
る
。「
新
浜
は
、
江
戸
時
代

か
ら
海
岸
林
に
守
ら
れ
、
助
け
ら
れ

て
、
海
と
海
岸
林
と
と
も
に
あ
っ
た

集
落
で
す
。
以
前
は
明
治
時
代
に
掘

ら
れ
た
運
河
を
馬
舟
で
渡
っ
て
い
ま

　
震
災
前
、
新
浜
地
区
を
流
れ
る
新
堀

の
両
側
に
は
、
長
い
年
月
を
か
け
て
地

元
の
人
た
ち
が
植
え
た
松
林
が
広
が
っ

て
い
た
。
平
吹
教
授
に
よ
る
と
「
少
な

く
と
も
４
０
０
年
に
わ
た
っ
て
海
辺
の

自
然
と
人
の
暮
ら
し
が
一
体
と
な
っ
て

き
た
集
落
」
だ
と
い
う
。

　
し
か
し
、
風
光
明
媚
な
松
林
は
、
津

波
で
地
面
近
く
か
ら
折
れ
た
り
、
根
元

か
ら
倒
れ
た
り
し
て
、
櫛
の
歯
状
に
松

が
残
る
無
惨
な
姿
に
。
最
初
に
目
に
し

た
時
は
、
自
然
が
壊
滅
し
た
よ
う
に
さ

え
思
え
た
。「
と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
の

想
像
以
上
に
、
地
面
の
ぎ
り
ぎ
り
の
部

分
に
非
常
に
た
く
さ
ん
の
生
き
物
が

残
っ
て
い
ま
し
た
。震
災
の
２
ヵ
月
後
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
緑
を
み
た
時
に
は
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
よ
。
小
さ
な
昆
虫

も
、
鳥
も
生
き
て
い
た
。
そ
こ
で
、
手

し
た
が
、
昭
和
40
年
代
に
橋
が
架
け

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
橋
は
震
災
の
津

波
で
壊
れ
て
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。
橋

が
な
く
な
り
海
に
行
け
な
い
の
で
、

余
計
に
運
河
を
意
識
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」

　

新
堀
沿
い
に
は
、
体
験
型
観
光
農

園
「
J
R
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
仙
台
あ

ら
は
ま
」
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
が
利

用
で
き
る
「
海
岸
公
園
セ
ン
タ
ー
ハ

ウ
ス
」、子
ど
も
が
自
由
に
遊
べ
る「
海

岸
公
園
冒
険
広
場
」
な
ど
見
ど
こ
ろ

も
多
い
。

　

海
が
あ
っ
て
、
砂
浜
が
あ
っ
て
、

砂
丘
が
あ
っ
て
、
運
河
が
あ
っ
て
、

湿
地
が
あ
っ
て
、
人
々
の
暮
ら
し
が

あ
る
。
人
と
自
然
が
共
存
し
な
が
ら

復
興
に
向
か
う
姿
が
、
そ
こ
に
あ
る
。

応
え
を
感
じ
、
足
繁
く
通
っ
て
観
察
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　
津
波
で
大
き
な
木
が
倒
れ
た
こ
と
で

地
面
が
ひ
ら
け
、
新
浜
の
あ
り
の
ま
ま

の
自
然
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
海
、
砂

浜
、
砂
丘
、
運
河
、
後
背
湿
地
。
異
な

る
環
境
や
生
態
系
が
接
し
て
「
海
岸
エ

コ
ト
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
る
新
浜
の
海
辺

は
、
海
水
・
汽
水
・
淡
水
が
入
り
交
じ

り
、多
様
な
環
境
と
生
物
が
存
在
す
る
。

　
興
味
深
い
こ
と
に
、
新
堀
の
流
れ
は

砂
丘
と
湿
地
の
ち
ょ
う
ど
境
界
線
を
描

い
て
い
た
。「
は
っ
き
り
し
た
証
拠
は

見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
小
さ
な
沼

や
河
川
を
上
手
に
つ
な
い
で
、
細
々
と

し
た
運
河
を
造
っ
た
の
だ
ろ
う
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
」

　
植
物
や
生
き
物
が
爆
発
的
に
増
え
出

し
た
の
は
、
２
０
１
４
年
頃
だ
っ
た
と

振
り
返
る
。「
復
興
さ
れ
た
新
堀
の
護

岸
に
は
、
自
然
へ
の
配
慮
が
た
く
さ
ん

装
着
さ
れ
て
い
ま
す
。
タ
ネ
を
含
ん
だ

土
砂
で
覆
わ
れ
る
ま
ま
だ
っ
た
り
、
捨

て
石
を
積
ん
で
多
孔
質
の
岸
辺
が
生
ま

れ
た
り
と
」

　
キ
ー
ワ
ー
ド
は
多
様
性
。
多
彩
な
環

境
の
な
か
で
、
生
き
残
っ
た
命
と
新
た

に
生
ま
れ
た
命
が
入
り
交
じ
り
、
破
壊

さ
れ
た
生
態
系
が
自
ら
蘇
り
つ
つ
あ
る
。

新し
ん
は
ま浜
に
見
る
震
災
10
年 

よ
み
が
え
っ
た
自
然

暮
ら
し
の
な
か
に
運
河
が
あ
る

人
と
自
然
が
共
存
す
る
復
興

新浜町内会や貞山運河倶楽部の人々が、
船遊びや清掃活動などを行う

貞山運河の

「今」をたどる

震災後に現れた新浜の汀沈釜湿地

自然に配慮した護岸復興工事

1011



御お

舟ふ

な

入い

り

堀ぼ

り

七
北
田
河
口
と
塩
釜
港
を
結
ん
で
い
た

貞山運河の

「今」をたどる

　
御
舟
入
堀
は
、
か
つ
て
七
北
田
川
の

河
口
と
塩
釜
港
を
結
ん
で
い
た
。
結
ん

で
「
い
た
」
な
の
は
、
１
９
６
７
年
か

ら
始
ま
っ
た
仙
台
新
港
の
建
設
に
よ
っ

て
、
七
北
田
川
の
河
口
か
ら
蒲
生
北
部

が
埋
め
立
て
ら
れ
た
か
ら
だ
。現
在
は
、

砂
押
川
の
河
口
付
近
か
ら
塩
釜
港
ま
で

に
な
っ
て
い
る
。

　
木
曳
堀
と
比
べ
て
内
陸
を
通
る
御
舟

入
堀
は
、
住
宅
や
道
路
の
横
を
平
然
と

通
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
塩
釜
港
の

近
く
に
な
っ
て
、急
に
視
界
が
開
け
た
。

木
曳
堀
や
新
堀
と
は
違
っ
て
、
徐
々
に

堀
の
幅
は
広
が
り
、
海
が
近
い
こ
と
を

容
易
に
予
見
さ
せ
た
。

　
船
で
賑
わ
う
堀
を
眺
め
な
が
ら
、
上

原
さ
ん
が
「
世
界
で
も
運
河
は
船
の
停

泊
所
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が

多
い
。
運
河
本
来
の
使
わ
れ
方
を
し
て

い
る
ね
」
と
説
明
し
て
く
れ
る
。

　

じ
つ
は
震
災
後
、
御
舟
入
堀
で

も
新
た
な
動
き
が
生
ま
れ
て
い
た
。

２
０
１
６
年
、「『
御
舟
入
堀
』
を
新
た

な
観
光
資
源
と
し
て
地
域
振
興
に
つ
な

げ
、
次
代
へ
と
伝
え
て
い
く
」
こ
と
を

目
的
に
、「
御
舟
入
堀
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
設
立
さ
れ
た
。
代
表
を
務
め
る
武

田
せ
つ
子
さ
ん
は
、（
株
）
武
田
の
笹

か
ま
ぼ
こ
の
女
将
を
務
め
て
い
る
。「
会

社
の
目
の
前
に
は
、
御
舟
入
堀
が
流
れ

て
い
ま
す
。
震
災
後
、
こ
の
遺
産
に
光

を
当
て
て
活
用
す
る
こ
と
こ
そ
、
真
の

地
域
創
生
で
は
な
い
か
と
思
い
、
活
動

を
始
め
ま
し
た
」

　
運
河
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を

行
い
、
２
０
１
９
年
、「
み
な
と
塩
竈
・

ゆ
め
博
」
で
「
小
舟
で
巡
る
御
舟
入
堀

遊
覧
会
」
を
企
画
し
た
。「
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
、『
常
時
行
っ
て
ほ
し
い
』
と

い
う
要
望
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
や
っ

ぱ
り
運
河
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
に

は
、
船
に
乗
っ
て
遊
ぶ
こ
と
な
ん
で
す

ね
」

　
上
原
さ
ん
は
「
貞
山
運
河
を
ド
イ
ツ

で
見
た
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
の
よ
う
な

場
所
に
し
た
い
」
と
話
す
。
産
業
用
水

で
汚
染
さ
れ
た
エ
ム
シ
ャ
ー
川
の
自
然

を
回
復
さ
せ
、
重
工
業
都
市
と
し
て
栄

え
た
歴
史
遺
産
の
保
全
と
活
用
を
進
め

る
こ
と
で
、
世
界
中
か
ら
多
く
の
人
た

ち
が
集
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

震
災
後
の
２
０
１
３
年
、
宮
城
県

は
「
貞
山
運
河
再
生
・
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
発
表
し
た
。
基
本
理
念
は
「
運
河
群

の
歴
史
を
未
来
へ
と
繋
ぎ
、
運
河
群
を

基
軸
と
し
た
『
鎮
魂
と
希
望
』
の
沿
岸

地
域
の
再
生
・
復
興
」

　

今
の
貞
山
運
河
を
た
ど
る
と
、
そ
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
後
押
し
す
る
よ
う
に
、
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
運
河
の
魅
力
が
見
直
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
政
宗
公
の

時
代
か
ら
、
長
い
年
月
を
か
け
て
造
ら

れ
た
日
本
最
長
の
運
河
。
こ
の
流
れ
に

夢
を
託
し
た
人
々
の
思
い
が
、
今
再
び

つ
な
が
ろ
う
と
し
て
い
る
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貞
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を
基
軸
に

沿
岸
地
域
の
再
生
と

復
興
を
図
る

塩竈市内を流れる御舟入
堀。右手には、名取で舟運
事業を行う（有）マリンメカ
ニックも見える
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　２０１９年に貞山運河倶楽部を設立し、運河の魅力を
再発見し、後世に伝える活動をしています。貞山運河
の利活用のためには、再生だけではなく創造が大事。
地域の暮らしや文化を踏まえ、景観を活用したグラン
ドデザインが必要だと思います。

　仙台では貞山運河を渡って海に行きます。泳いだり、
釣りをしたり、松林でキノコ採りをしたり。運河は、私
たちにとって生活の一部です。
　運河のそばには、人の暮らしがあります。だからこそ、
運河に船が行き交い、人々が集う場所になって欲しい。
そのために努力したいですし、皆さんの力を貸してい
ただきたいです。

　貞山運河・御舟入堀は当時の物流の大動脈であり、
宮城が誇る歴史・土木遺産です。船で運河を周遊する
ためにはいろいろな課題がありますが、観光の目玉と
して大きな経済効果を生み出せるのではないかと考え
ています。
　また、船上で政宗公など郷土の歴史を伝えることで、
故郷に誇りを持つ若者たちが増えるのではないかと期
待しています。
　運河沿いには遊歩道があり、多くの遺産・遺構を知
ることができます。

　子どもの頃からなぜか海辺に惹かれる。新聞社に入っ
て取材執筆に疲れると、貞山運河のほとりでたたずんだ。
　震災後、「ここの再生が君の使命」と天の声がした。
３年前に本を出版し、また海辺へと向かう。にぎわい
復活と新しいまちづくりの実現を願って。

　多賀城市には、米などの舟運を目
的につくられた御舟入堀が流れていま
す。御舟入堀は現在も釣り船や漁船
の航路として利用され、江戸時代から
現在まで続く船の行き交う風景はまさ
に歴史的景観であり、日常の暮らしに
息づく風景です。
　地域固有の歴史遺産が注目される
今、東日本大震災からの復興の歩み
とともに貞山運河における新たな付加
価値が創出され、地域内外の交流が
拡がり、多賀城の魅力向上にもつなが
ることを期待しています。

　貞山運河はずっと身近な存在でした。子どもの頃
は、魚釣りができるほどきれいでしたが、いつしか
水質が悪化し、汚い堀だなという意識しかなくなっ
ていました。
　しかし、震災後、司馬遼太郎の『街道をゆく』を
読んでみると、貞山運河を歴史的な価値あるものと
して残して欲しいと書いてありました。しかも、閖
上を通る木曳堀は伊達政宗と最も縁の深い、歴史
遺産です。
　宮城県沿岸部が震災からの復興を果たすためには、
閖上だけではなく、沿岸部のさまざまな関係者と連
携しながら、皆でにぎわいを創出する必要があります。
　そのエリアを思い浮かべた時、貞山運河の流れと
重なりました。夢は閖上から仙台まで遊覧船を運航
させること。楽しみながら歴史を学べたら、きっと沿
岸エリアの活性化につながると期待しています。

　多賀城市から御舟入堀を渡ると、そ
こは仙台市近郊の異空間、自然豊か
な七ヶ浜町です。御舟入堀は３５０年の
歴史を持つ貴重な土木遺産であり、多
くのポテンシャルを秘めています。
　しかし、整備された貞山運河は無機
質なコンクリート護岸が延々と続き、
情緒や風情が欠落しております。貞山
運河の魅力を高める上でも、今後歴
史的ロマンを感じさせる改善が図られ
ることを期待します。

　仙台市の東部沿岸部を南北につな
ぐ、緑豊かな貞山運河。東日本大震
災では大きな被害を受けましたが、
10年を経た現在、周辺には、震災の
記憶と教訓を伝承する遺構荒浜小学
校のほか、海岸公園や観光農園など、
ご家族連れや親しい仲間で集まり楽し
める場も生まれています。
　今後とも、本市にとってかけがえの
ない貞山運河の歴史を大切にしなが
ら、水辺の環境と景観を生かしたワク
ワクするようなにぎわいづくりを進め
てまいります。

　貞山運河は、みなとまちとして発展
してきた本市を象徴するものです。
　塩釜港につながる御舟入堀は１６７３
年に竣工したとされ、本市牛生地区と
七北田川の河口を結ぶ延長約７ｋｍの
運河として、塩釜港の発展とともに沿
岸部の重要な交通ネットワークを担って
まいりました。
　大変貴重な歴史的土木遺産であり、
貞山運河の歴史が感じられる景観を守
りながら、魅力的な親水空間を形成し、
次世代の子どもたちへ引き継がれて
いくことを期待しております。

待
ち
望
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　貞山運河は名取市民の生活に深く
関わってきました。震災でその関係は
失われかけましたが、令和３年11月、「貞
山運河舟運事業」という形で運河と船
の関わりを再建することができました。
　貞山運河は自然環境と文化が絡み
合い、流域が長い歴史でつながってい
るという、スケールの大きさが魅力です。
これからも貴重な地域資源であり続け
てほしいと願うとともに、流域の自治
体として魅力を向上させる取り組みを
続けていきます。

名取市長　
山田　司郎 貞山運河未来につながる協議会

会長　
櫻井　広行

多賀城市長　
深谷　晃祐

貞山運河倶楽部
上原　啓五

仙台メダカ米・
遠藤環境農園　
遠藤　源一郎

御舟入堀プロジェクト　
武田　せつ子

フリージャーナリスト　
大和田　雅人

　貞山運河は、魚釣りや舟遊び等がで
きる場として長く市民に親しまれてき
ました。阿武隈川河口付近の松並木
は津波に堪え比較的被害が小さかった
ことから、可能なかぎり昔の面影を残
したまま護岸改修をしていただきました。
　昨年、被災した東北大学ボート部艇
庫と合宿所が再建されようやく水面か
らにぎわう声が聞こえ始めています。
ボートを通じて市民のレクリエーション
の場となり、やがて流域が体験型観光
交流の場になることを願っています。

岩沼市長　
菊地　啓夫

七ヶ浜町長　
寺澤　薫

仙台市長　
郡　和子

塩竈市長　
佐藤　光樹
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